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平成２８年度 校内研究(研修)の充実に関するグループ活動報告 

 

１ 委員名簿 

役 職 
学校力向上に関する総合実践事業

の成果の普及グループ 

体育，保健体育の指導の充実グル

ープ 

Ｇ主任 

Ｇ副主任 

三浦 礼子（名寄西小学校長） 

村上比呂人（風連下多寄小校長） 

和田 明典（名寄中学校長） 

 

研究主任 

研究副主任 

里村  徹（名寄小学校教頭） 

本間  修司（中名寄小学校教頭） 

森田  繁（智恵文中学校教頭） 

妹尾 洋美（風連中学校教頭） 

研究員 福川 洋枝（名寄小学校教諭） 

市川 有紀（名寄小学校教諭） 

久保 康徳（名寄南小学校教諭） 

香川 寛明（名寄南小学校教諭） 

齋藤 年恵（名寄西小学校教諭） 

上原和希子（智恵文小学校教諭） 

中村 紀子（風連中央小学校教諭） 

宮下隆太郎（名寄東中学校教諭）  

宮下隆太郎（名寄東中学校教諭） 

鬼原 善彦（風連中学校教諭） 

木戸口 玲（智恵文中学校教諭） 

高橋  理（名寄中学校教諭） 

 

２ 研究内容 

⑴ 学校力向上に関する総合実践事業の成果の普及に関すること 

⑵ 体育，保健体育の指導の充実に関すること 

⑶ ミドルリーダーなど，人材育成に関すること 

 

３ 研究内容の具体化・具体的取組 

⑴ 学校力向上に関する総合実践事業の成果の普及グループ(以下，学校力Ｇ) 

①学校力向上に関する総合実践事業の成果の普及に関すること 

ア)学校力向上に関わる各学校の実施計画書や報告書の情報交流 

・「第１回ミドルリーダー研修」において，学校力向上に関する総合実践事業に

関する理解を深める。  

・「第２回ミドルリーダー研修」において，実践指定校及び各連携協力校の学校

力向上に関する総合実践事業の取組状況についての実践発表，交流を行う。 

イ)先進校視察研修 

・学校力向上に関する総合実践事業の実践校(石狩市立双葉小学校 ，石狩市立花

川小学校)，体力向上に取り組んでいる実践校(江別市立大麻小学校)，中学校で

学力向上に取り組んでいる実践校(江別市立大麻中学校)を視察し，先進的な取

組を学ぶ。 

   ウ）名寄市における学校力向上に関する総合実践事業への積極的参加の呼びかけ 

    ・学校力向上アドバイザー派遣事業(名寄小学校 2回，風連中央小学校１回) 

    ・学校力向上に関する総合実践事業「地域連携研修」(名寄小学校)   

エ）先進校視察研修報告会 

   ・視察研修の報告会を開催し，研修成果の普及を図る。 

   ・期日 １２月１３日(火) 

   ・場所 名寄小学校 音楽室 
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②ミドルリーダーなど，人材育成に関すること 

ア)第１回ミドルリーダー研修 

○実施日  ７月２０日（木） 

○内 容 学校力向上に関する総合実践事業の成果 

    ○会 場 名寄小学校 

イ）第２回ミドルリーダー研修(兼「先進校視察事前研修」) 

○実施日  ８月３１日（水） 

○内 容 ・学校力向上に関する総合実践事業の成果の交流 

     ・校内研究(研修)の取組の工夫の交流 

    ○会 場 市役所４階大会議室 

 

⑵ 体育，保健体育の指導の充実グループ（以下，保健体育Ｇ） 

①全国体力・運動能力，運動習慣等への分析，課題を克服するための指導のあり方 

※全国体力・運動能力，運動習慣等調査の実施終了後，各校のデータを取りまとめ，

名寄市の全体の結果を分析しその特徴（傾向）を把握して各校の改善策へ参考と

なる資料を発信した。 

②体育の効果的な指導法に関する実技研修会 

ア）「体育の効果的な指導法に関する実技研修」 

○講 師 阿部雅司氏（名寄市特別参与 スポーツ振興アドバイザー）    

   ○内 容 「児童生徒の走力を高める指導法に関する実技研修」 

昨年度の全国体力・運動能力・運動習慣等調査で名寄市の課題であった５０

メートル走の効果的な指導法について教員向けの研修会を行った。 

   ○実施日 ５月１８日（水） 

   ○会 場 名寄西小学校 

イ）「新体力テストに関わる実技研修」 

   ○講 師 名寄中学校 須藤雅典 教諭  

○内 容 「新体力テストの実施方法等について」 

来年度に向けて，新体力テストで課題のあった項目を中心に，新体力テスト

の実施の仕方のポイントや新体力テストで力を十分発揮できるための体育の授

業で取り入れることが可能な準備運動等について理解を深める研修を行った。 

    ○実施日 １１月３０日（水） 

○会 場 名寄南小学校 

 

４ 今年度の活動経過と予定 
年 月 日 主な内容 担当 備考 

28 ４ 26 第１回学校改善プロジェクト委員会 

第１回校内研究(研修)の充実に関するグループ会議 

・平成２８年度研究内容の検討 

・平成２８年度具体的取組の検討 

・役割分担検討 

  

28 ５ 10 学校力向上に関する総合実践事業アドバイザー派遣事業 

⑴講師 上越教育大学大学院教授 赤坂真二 氏  

⑵演題「協同力を高める教師のリーダーシップ」 

⑶場所 名寄小学校 音楽室 

学校力Ｇ ６ ９ 名

参加 
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28 ５ 16 第２回校内研究(研修)の充実に関するグループ会議 

・研究内容の具体化 

・推進計画，役割分担 等 

  

28 ５ 18 体育の効果的な指導法に関する実技研修会【資料１】 

⑴内容「児童生徒の走力を高める指導法に関する実技研修」 

⑵講師 名寄市特別参与スポーツ振興アドバイザー 

    阿部 雅司 氏 

⑶場所 名寄西小学校 体育館 

保 健 体 育

Ｇ 

４ ３ 名

参加 

28 ７ 20 「第３回校内研究(研修)の充実に関するグループ会議」兼

「第１回ミドルリーダー研修」 

⑴提言(里村研修主任) 

・学校力向上に関する総合実践事業に関する相互理解を図

った。【資料２】 

⑵取組内容の共有 

①自校の学力向上に関する総合実践事業の取組 

②「人材育成」の視点に関わって，各校の校内研究(研修)

の工夫 

学校力Ｇ １ ３ 名

参加 

28 ８ 31 「先進校視察事前研修」兼「第２回ミドルリーダー研修」 

⑴４つの視察校の取組(学校力向上，体力向上，学力向上)

の概要について事前に共通理解を図る場とした。【資料３】 

⑵人材育成ミドルリーダー研修として，研究員が現任校の学

校力向上【資料４】や校内研究(研修)【資料５】の取組

をまとめ発表，交流する場とした。 

学校力Ｇ ２ ８ 名

参加 

28 ９ 

 

13 先進校視察研修(学校力向上に関する取組) 

・石狩市立双葉小学校(近隣実践校)，石狩市立花川小学校(実

践指定校)の視察を行った。【資料６】 

学校力Ｇ １ ４ 名

参加 

28 10 

 

26 先進校視察研修(体力向上・学力向上の取組) 

・江別市立大麻小学校(体力向上)【資料７】，江別市立大麻

中学校(学力向上)【資料８】 

学校力Ｇ １ ７ 名

参加 

28 11 14 学校力向上に関する総合実践事業「地域連携研修」 

⑴講師 上越教育大学大学院教授 赤坂真二 氏 

⑵内容 授業公開，ワークショップ型研修，講演 

⑶演題「協同力を高めるチーム学習の在り方」 

⑷場所 名寄小学校 

学校力Ｇ １ ８ ０

名参加 

28 11 28 学校力向上に関する総合実践事業アドバイザー派遣事業 

⑴講師 別海町立上西春別幼稚園長 住吉幹城 氏  

⑵内容 授業公開，研究協議，講演 

⑶演題「学校力向上の推進について～別海町立別海中央小学

校の実践を通して～」 

⑷場所 風連中央小学校  

学校力Ｇ ５ ４ 名

参加 

28 11 30 体育の効果的な指導法に関する実技研修【資料９】 

⑴内容「新体力テストの実施方法等に関する実技研修」 

⑵講師 名寄中学校 須藤 雅典 教諭 

⑶会場 名寄南小学校 体育館 

保 健 体 育

Ｇ 

２ ８ 名

参加 

28 12 13 先進校視察研修報告会【資料１０】 

⑴内容 視察研修の成果の普及 

⑵場所 名寄小学校 音楽室 

学校力Ｇ ４ １ 名

参加 

29 12 21 第３回教育改善プロジェクト委員会 

・各研究グループの研究活動の成果と課題 

・教育研究集会の発表と協議内容 

  

29 １  教育長に年度の研究のまとめを報告(答申) 
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29 １ 24 名寄市教育研究集会 

平成２８年度の研究成果などの発表・協議，交流 

発表者 名寄中学校  高 橋   修 教諭 

 EN-RAY

ホール 

29 ２  第４回教育改善プロジェクト委員会 

平成２８年度の研究計画について検討・修正 

  

 

４ 今年度の成果と課題 

 ⑴ 成果 

    学校力向上に関する総合実践事業の成果の普及グループ，体育，保健体育の指導

の充実グループともに，年度当初計画した内容を，日程や各学校の実態を踏まえ見直

しながら，計画していた取組について，概ね計画通り実施することができた。 

  【学校力向上に関する総合実践事業の成果の普及グループ】 

◎２回の「先進校視察研修」の実施とその報告会を通して，他管内の先進的な取組（学

校力向上，体力向上，学力向上）の普及を図ることができた。 

◎２回のミドルリーダー研修は，研究員による出前講座を見直した。１回目は実践指

定校の取組の発表・意見交流を中心に行い，２回目は１回目の発表を受けながら各

校の取組や校内研究（研修）について小学校・中学校・小規模校の３つの小グルー

プで協議・全体交流するという形式で行った。ミドルリーダーが発表し交流するこ

とで，人材育成・授業改善への意識が高まり各校での人材育成にも寄与することが

できた。 

【体育，保健体育の指導の充実グループ】 

◎体育指導の充実を図るために２回の実技研修を行った。１回目は新体力テストに向

けて，基本技能を定着させるためのスキルアップトレーニングの工夫，つまずきの

ポイント，走力アップのための『動きつくりの運動』について行った。参加者にわ

かりやすく説明され，有意義な研修となった。 

◎２回目は今年度集約した全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果をもとに，名寄

市全体の傾向の周知と来年に向けた新体力テストの検査方法の実技指導を行った。

授業の中で活かせる充実した研修となった。 

 

⑵ 課題と今後の方向性 

①学校力向上に関する総合実践事業の成果の普及は，各校での取組がなされ，ある程

度広がりを見せているが，さらに名寄市全体の意識化を図り指導の徹底につなげる

ことが必要である。 

  ②研究員個々の参画意識が高まり，研究員が主体的に活動に参加できる研究内容や参

加の仕方について，今後も工夫と改善が必要である。（視察研修先を道徳や外国語

活動の実践校などに広げる，研修での協議をワークショップ型にする，レポート作

成の工夫等について） 

  ③体力向上に向けて，専門的知識のある講師による実技研修を継続して行い，教員の

体育指導のスキルアップを図る。新体力テストの実施に向けて４～５月段階で実施

に関わる講習を行い，児童生徒の力が最大限発揮できるように努める。 

④先進校（大麻小）の取組にもあったが，運動に関わる１～６年までの系統表や名寄

市内の各校で取り組んでいる工夫された授業実践の取組（個人カード・アドバイス

カード・指導方法・体力づくりの奨励カード等）が，市内全校で共有され全市が一

体となった取組を今後一層推進する必要がある。 
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【資料１】「体育の効果的な指導法」に関する実技研修会

○ 名寄市教育改善プロジェクト校内研修（研究）の充実に関する研究グループが中心と

なって、全市が一体となった「オール名寄」で児童生徒の体力の向上を図る効果的な指

導法等の共有化を図る取組の推進を図った。

○ 第１回目の実技研修は、平成２７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査で課題

のあった、「走力」を高める効果的な指導方法等について、実技研修を実施した。

１ 日 時 平成２８年５月１８日（水） １５：３０～１６：３０

２ 会 場 名寄西小学校 体育館

３ 講 師 名寄市特別参与スポーツ振興アドバイザー 阿 部 雅 司 様

名寄市立名寄中学校 永 宮 慎一郎 教諭

４ 対 象 本市全学校の体育科担当教員等（４３名参加）

５ 概 要

（１） 「新体力テスト」実施上の留意事項について

名寄中学校永宮慎一郎教諭から、新体力テストの各種目における配慮事項や記録の

測定の仕方など、新体力テストの効果的な実施方法に関する説明があり、全職員で共

通理解を図った。また、説明で使用したパワーポイントを全校に配付した。

（２） 「体育の効果的な指導法」に関する実技研修

名寄市特別参与スポーツ振興アドバイザー阿部雅司様より、「新体力テスト」に向

けて、「走力」を高める効果的な指導方法等や一人一人の体力や技能の程度等に応じ

た実践例を紹介いただいた。

【股割り＆ダッシュ】 【腿引き上げ＆ダッシュ】 【腕振り歩き】

【腕振り歩き】 【変形ダッシュ】 【留意点についての説明】

（３）成果

・ 実際に体を動かすことで、指導の際にどのように体を動かせばいいのか、ポイント

が明確になり、すぐに指導に活かせる研修となった。

・ オリンピック経験者の阿部様に教えていただくことで、教職員の資質の向上につな

がった。
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【資料５】先進校視察事前研修 

各校の校内研究(研修)の工夫の発表資料(一部) 

校内研修(研究)の工夫について（名寄東小学校） 

項目 内容 説明 

主たる研修  

言語活動の充実

を図り，思考力・

判断力・表現力を

育む学習指導を

目指している。  

東小としての授業の展開の仕方について共通理解を

図り，児童の思考の流れに沿った問題解決的な学習過程

の中に，意図的・計画的に言語活動を設定し，互いに学

び合う学習活動を位置付けることで，一人一人の学びが

深められたり，広げられたりし，思考力・判断力・表現

力を育むようにしたい。 

そのための授業づくりの手段として，本校では『授業

構想シート』に取り組んでいる。  

日々の実践の積み重ね（ OJT）の考え方に基づき実践

の交流を図っている。  

【 OJT→ On the Job Training ：実際の仕事を通して，

実践力を向上させる研修のこと】  

※年間 900時間近くある授業の 1時間に研究授業に力を

入れる従来の研究方法とは別の視点を持ち，日々の実

践を積み重ねる。  

※日々の授業を改善していくことに研修の中心を置く。

→授業日数約 200 日＝200 回の研修の機会を設定。  

今年度は，特に交流の場面に重きを置いている。  

形式的な交流から⇒目的が明確な交流へ。目的を明確に

した学び合いが行われることで，「思考力・判断力・表

現力」を高められる授業づくりを目指している。  

人 材 育 成 の

研修 

授業構想シート

を活用した実践

交流 

 授業構想シートを掲示するコーナーを作り，お互いの

日々の実践を視覚化したり，実際の授業を見合い意見を

交流したりするようにしている。  

 授業構想シートを用いた授業交流を行い，事後検討会

などから，次につながる研修・明日から取り組める研修

になるようにしている。 

運営の工夫  

目的をはっきり

させ，その日の研

修で何をするの

か，何ができたら

よいのかの共通

理解を図り進め

ていく。  

 学習にも，見通しやゴールがあるように，研修をする

にあたり，その日の研修の見通しや，ゴールを示し，参

加している全員に研修についての具体的なイメージを

もってもらい，参加している全員が共有することができ

るような研修にしている。 
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【資料６】 

名寄市教育改善プロジェクト委員会 先進校視察研修報告書 

視察日 平成２８年 ９月１３日（水） 

視察先 石狩市立双葉小学校・石狩市立花川小学校 

報告者 名寄市立名寄東中学校  松井 秀樹 

視察校の 

様子 

【双葉小学校】 

 全校児童 308 名。学級数は特別支援学級を含め，13 学級。各学年で綿密な打ち合わせ

をし，授業を工夫している様子がうかがえた。教室環境や机上生理は，全学年統一して行

われているように思う。 

【花川小学校】 

 学校力向上の実践指定校として，近隣の学校と連携を取りながら行っている。全学年の

授業の様子から，教職員全員で力を合わせ，児童の指導にあたっていることが分かる。 

【視察先で学んだこと（特徴的な点，感想）】 

□廊下に家庭学習の取組の様子が掲示されていた。一人一人のがんばり  

に，先生方が一言メッセージを入れている。当たり前のことかもしれな

いが，毎日行うとなると，かなりの労力になるだろう。先生が見てくれ

ていると子どもが実感することで，家庭学習にもより力が入ると思う。 

□１年生の教室の前には，ランドセルと鍵盤ハーモニカがきれいに並べて 

置かれていた。４月からの指導の成果だと思う。教室の外だけではなく，

机の中も整理整頓されている児童が多かった。このように，整理整頓を

きちんとすることで，心も整理され，落ち着いて授業に臨むことができ

るのではないかと考える。 

□５年生の討論会の授業の一場面である。意見を発表する人は，相手を見

て話をしている。また，聞く人も発表している人をしっかり見ている。

手遊びをしたり，よそ見をしたりしている人がほとんどいないのは，学

習ルールが４月から徹底されてきた証拠だと思う。 

【本校に取り入れたいこと】 

図書館の本がとてもきれいに並べられていた。分類番号も大きく掲示されて

おり，探しやすい。カウンターの近くには，学習スペースが設置されている。

六角形のテーブルなので，授業で使う場面でも，グループで話し合い活動もし

やすいように思う。司書の方は，３年前からこの学校に勤務しているが，年々

図書館を活用する児童が増えているそうだ。昼休みには，図書館で異学年の交

流もあり，子どもたちが楽しい時間を過ごしていることが分かる。授業でも，

図書館を活用する場面も多くあるらしい。

本校でも，生徒が学びやすい図書館になる

ように，工夫していく必要がある。授業だ

けではなく，図書館の活用についても，小

中で連携していくことが大切だと思った。 
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【資料７】 

名寄市教育改善プロジェクト委員会 先進校視察研修報告書 
視察日 平成２８年 １０月２６日（水） 

視察先 江別市立大麻小学校 

報告者 香川 寛明 

視察校の 

様子 

1学年12学級、全校児童数約300名。平成25年から3年間、体育専科教員活用

事業として、体育授業の充実のための取組を進めてきた。（現在は、体育専科

の加配は終了している。）3年間の取組によって児童の体力向上が図られてき

ており、H27には全国平均を上回る結果となった。 

【視察先で学んだこと（特徴的な点，感想）】 

□体育館の学習環境の整備 

 体育館の壁にはホワイトボードが設置されており、授業はそのホワイトボー

ドの前で行われていた。学習の課題やふり返りは、教師の説明だけで終わるの

ではなくホワイトボードを効果的に活用していた。 

床面には６ｍほどの間隔で目印になるテープを張ることで、フロアーを分割

しやすいように工夫されており、子どもたちはその印にミニコーンを置いて、

素早くグループごとに活動することができていた。 

□全校児童による体力テストの取組 

 大麻小学校では、体力向上の取組の改善充実を目的に、全児童が 8 種目すべ

ての体力テストを実施している。 

 全児童を対象に実施する場合、多くの人手や時間を要するが、1 年生と 6 年

生、2 年生と 5 年生がペアになり、高学年がそれぞれの種目のお手本を見せたり、低学年の記録を取っ

たりするなど工夫して実施している。分析は各学年の平均と全国平均を比較するだけでなく、学年全体

でどの種目がどれだけ伸びているかもレーダーチャートで詳細に分析されていた。 

また江別市の取組として、「体力手帳」を作成している。「体力手帳」には小学校から中学校へ引き継

ぐようになっており、小学校 1 年生から中学校 3 年生までの 9 年間の体力テストの記録を記入したり、

運動に関する個人目標などが書き込めたりできるようなっており、学校・家庭・地域における運動、生

活習慣の改善充実に役立てている。 

【本校に取り入れたいこと】 

□体育の授業の導入とふり返り 

 大麻小学校では、体育の授業でよく見られるような係の児童を前に出して準備体操をすることは、運

動時間を確保するために行っていない。体育の授業は簡単なストレッチを２分程度行っただけの準備体

操から始まり、その後、主運動につながる準備運動を行う。今回の授業ではサッカーにつながる準備運

動としてボールやハードルを使った運動を１５分間行っていた。子どもたちは「体操」「準備運動」「主

運動」の体育の授業のおおよその流れを理解しており、見通しをもって行動することができていた。準

備運動で使用する道具も高学年では自分たちで手際よく準備し、運動時間の確保につなげていた。 

□系統表 

 大麻小学校では、それぞれの運動ごとに 1 年生から 6 年生までの系統表を作成しており、前年度にど

のような活動を重点的に行っていたかを把握することに役立てている。さらにその系統表の中に前述し

た準備運動と主運動などを書き込んでいき、学校独自の系統表を作成していけると効果的ではないかと

感じた。 
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【資料８】 

名寄市教育改善プロジェクト委員会 先進校視察研修報告書 
視察日 平成２８年１０月２６日（水） 

視察先 江別市立大麻中学校 

報告者 名寄市立風連中学校 教諭 鬼原 善彦 

視察校の 

様子 

 生徒数の増加により、江別第二中学校から分離開校。また、昭和５４年には大麻東中学

校と分離し、現在にいたる。１７学級という大規模な学校でありながら、学力向上にむけ

て教科担だけでなく、各担任が協力しながらすすめている。 

【視察先で学んだこと（特徴的な点，感想）】 

○学力向上にむけた、学校としての取組 

  「数学朝自習」というものを学校全体で取り組んでいる。研究部 

と数学科が連携して提案し、全学級が毎朝取り組むことで、基礎的 

な力を身につけさせ、全体のレベルアップをはかっている。大きな 

学校では、すべての採点や添削を教科担がすぐにすることは難しい 

ため、各担任の協力が不可欠となっている。また、フリースペース 

という欄を設けて、担任と生徒個人のコミュニケーションの役割も 

担うように工夫されている。 

 

○学力向上にむけた、教科での取組 

  授業参観で、数学の授業を参観させていただいた。ありがちなの 

 は、グラフから特徴を読み取ることだが、χｙ軸しかないグラフ用 

紙に、問題の文章から読み取れる情報だけで概形を書かせるもので 

あった。先生の工夫ひとつで、読解力を育てたり、求めてみたいと 

いう意欲をわかせたりすることができるのだと学んだ。また、生徒 

が書いたグラフを全学級に備え付けられている実物投影機で写し、 

多様な考え方を取り入れながら進められていた。 

【本校に取り入れたいこと】 

○共通認識と徹底 

  午前中の小学校では「特別なことはしていない。しかし、体育科 

において小学校６年間を見通した教育課程を作成し、すべての先生 

が迷うことなく授業に取り組むことができるように整理し、つくり 

あげた」とあった。また、中学校でも「全学級で共通して取り組む 

事項があり、教科に関係なく協力し合ってやっている」とあった。 

おそらくどの学校にも「学習のきまり」や「生活のきまり」はある 

と思う。しかし、それを全教職員が共通認識のもとに進められてい 

るだろうか。また、徹底させるまで根気強く指導が継続できている 

だろうか。本校でもきまりはあるが、全員で徹底しているとは言え 

ない。ぜひ参考にしていきたい。                （大麻中学校の学習のきまり） 
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【資料９】「新体力テスト」に関わる実技研修会

○ 第２回目の実技研修は、平成２８年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査で課題

のあった項目を中心に来年度の取組に向けて理解を深める実技研修会を実施した。

１ 日 時 平成２８年１１月３０日（水） １５：４５～１６：４５

２ 会 場 名寄南小学校 体育館

３ 講 師 名寄市立名寄中学校 須 藤 雅 典 教諭

４ 対 象 本市全学校の体育科担当教員等（２８名参加）

５ 概 要

（１） 「新体力テスト」実施上の留意事項について

名寄中学校須藤雅典教諭から、平成２８年度新体力テストで課題（ボール投げ・立

ち幅跳び・反復横跳び）のあった種目を中心に配慮事項や記録の測定の仕方など、新

体力テストの効果的な実施方法に関する説明があり、全職員で共通理解を図った。

（２） 「新体力テスト」の実施に向けてのポイント

平成２８年度新体力テストで本市で課題のあった種目の具体的な指導ポイントにつ

いて、実技を通して研修を行った。

【反復横跳び】 【立ち幅跳び】

【ボール投げ】 【須藤教諭による説明】

（３）成果

・ 指導の工夫やつまずきのポイントに対するわかりやすく丁寧な説明で有意義な研修

となった。参加された先生方も指導技術の向上のために意欲的に活動していた。












